
お く や み

１月１日 １月31日 

方

ご結婚おめでとう

♥

 住 所　　   　氏　名      年齢

十　王　  松　野　照　子　 92
荒砥乙　  髙　橋　二　夫　 85
黒　鴨　  江　口　朝　吉　 80
山　口　  石　川　よ　し　101
十　王　  小　林　　豊 　　41
浅　立  　鈴　木　甚五郎　 92
畔　藤　  佐　藤　俊　雄 　93
山　口　  中　川　巳之助 　82
鮎　貝　  伊　藤　茂　夫 　81
荒砥甲　  佐　藤　哲　夫 　85
荒砥乙　  佐　竹　し　ん 　96
萩　野　  海老名　重　　　 93
高　玉　  金　田　さたゑ 　91
横田尻　  鈴　木　康　喜 　96
深　山　  皆　川　はる子 　93
滝　野　  菊　地　き　よ　100
十　王　  　平　　せ　よ 　97
佐野原　  五十嵐　とめ子 　78
滝　野　  齋　藤　よし子 　95
深　山　  青　木　隆　樹 　84
高　玉　  赤　木　正　一 　95
鮎　貝　  吉　川　栄　子 　62
箕和田　  黒　澤　　勝　 　79
高　玉　  本　木　善　助 　79
山　口　  鈴　木　　　ん 　88

こんにちは赤ちゃん

受

の 　 受

の の

　　 氏　名　　　　　 住 所

金　子　大　樹　 　荒砥甲
荒　井　葉　月 　　山形市

住 所 父母の名 子の名

荒砥甲 大木 覚 咲
さ

　陽
や

陽子

山　口 丹野 貴文 充
みつ

　貴
き

茜

鮎　貝 梅津 卓也 京
きょう

　笑
えい

香織

十　王 原田 明 圭
けい

志穂

十　王 川合 拓敏 冬
とう

　馬
ま

るみ

高　岡 髙橋 功 希
の

　蒼
あ

未来

荒砥乙 鈴木 伸吾 理
り

　子
こ

彩

受

の

の の

山
形
県
市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

特
選
・
入
選
２
席

　

今
年
度
の
山
形
県
市
町
村
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
１
月
25
日
に
開

か
れ
、「
広
報
し
ら
た
か
」
５
月
号
の
表

紙
が
一
枚
写
真
の
部
で
特
選
を
受
賞
。

ま
た
、「
広
報
し
ら
た
か
」
８
月
号
に
掲

載
の
組
み
写
真
が
入
選
２
席
を
受
賞
し

ま
し
た
。
な
お
、
特
選
を
受
賞
し
た
作

品
は
、
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦

さ
れ
ま
す
。

　

毎
月
、
町
の
す
て
き
な
話
題
を
提
供

い
た
だ
き
、
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様

と
町
と
を
つ
な
ぎ
、
親
し
み
を
持
っ
て

読
ん
で
い
た
だ
け
る
情
報
誌
を
目
指
し

て
が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と

も
「
広
報
し
ら
た
か
」
を
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

の

　無病息災・五穀豊穣を祈り、町内各地で

行われる小正月の行事ヤハハエロ（さいと

う焼き）。菖蒲地区では、縄でつくったブ

ランコのような腰かけが斎塔に取り付けら

れ、十五の大将（15 歳の子ども）が乗り、

綱を使って大人たちが火を点けるのを防ぐ

という非常に珍しい風習があります。

　約 15 分の攻防の末にとうとう斎塔に火

が点き、燃え上がる炎が冬の夜空を焦がし

ました。
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